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換

気
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多 湿箇 所のダ クト 次 記の 部分は ダク トの継 目、 継手を 外面 よりは んだ 付け、 また はシー ルを 施す 。

風 量測 定口位 置

ダ クト

工 法は 空調ダ クト に準ず る。

防 煙ダ ンパ

煙 　道

３．２ｍｍ ４．５ｍｍ

防 火ダ ンパ

７５

気

調

和

設

備

煙 　突

温 度計

取 付け 箇所

圧 力計 取 付け 箇所

瞬 間流 量計

取 付け 箇所

　 　　 設ける

防 振支 持

騒 　音 室 内の 許容騒 音値 は次表 によ る。

エ アフ ィルタ の

予 備品

機 器付 属制御 盤

空 調設 備の運 転停 止

各 機器 は中央 監視 設備用 外部 接点を 制御 盤内に 設け ること 。

振 動機 器には 次記 の防振 材を 使用す る。

停 止す る。（ 局所 的なも のを 除く）

空

１２０７２

風 量測 定口位 置

チ ャン バ

消 音内 貼り 消 音内 貼りの 仕様 は次記 の通 りとし 、外 部の保 温は 不要と する 。

　３．ガラスクロス　　４．亀甲金網（空調機に取付けるサプライ、リターンチャンバのみ）

　１．鋲　　２．グラスウール保温板（２号　　　　　サプライ厚　　　リターン厚　　）　４０Ｋ　 ２５５０

吹 出口 、吸込 口

給 排気 口 給 排気 口の有 効開 口面風 速と 開口率

／ｍ ｓ

／ｓ

／ｍ ｓ

／ｍ ｓ

／ｍ ｓ

７０

７０

７０

３０

３０

保 温外装 材 屋内 隠蔽 屋内 露出

綿 布（調 合ペ イント ）

ア ルミホ イル ペーパ ー

ア ルミガ ラス クロス

亜 鉛鉄板 （調 合ペイ ント ）

着 色亜鉛 鉄板

ア ルミニ ウム 板

屋 外露出 煙　道

ダ クト の保温

２５

次 記の 部分は １番 手厚い もの を使用 する 。

外 装材 　「５ 　ダ クトの 保温 」の項 参照

一 般ダ クトの 温度 ヒュー ズは 　　℃ 、厨 房等は 　　 ℃、排 煙ダ クト用 は　 　℃ とする 。２８０　

全 ダク ト方式 、ダ クト併 用方 式では 、自 動火災 報知 設備と 連動 して空 調機 の運 転を

事務 室系

会議 室系

用 　 　 　 途 許 容 騒 音 値

４０

３０

４０Ｋ

５０

３２Ｋ２４Ｋ

４５０×４５０

２４Ｋ

ＤＣ２４Ｖ，０．７Ａ

１ 号 ２ 号ロ ック ウール

グ ラス ウール （

（

）

）Ａ ＬＫ グラス ウー ル

排 煙ダ クト断 熱は ロック ウー ル１号 を使 用のこ と。

保 温材 （

）

給 気ダ クトの 保温 厚 さ（ ）

環 気ダ クトの 保温 要

要

（厚 さ

厚 さ

範 囲 不 要）

不 要）

２５

２５

排気 ダク ト図示 位置 空調 機出口 チャ ンバの 分岐 ダクト

送風 機吐出 側ダ クトま たは 吸込側 ダク ト外気 取入れ ダク ト

空調 機に取 付け るサプ ライ 、リタ ーン チャン バ及 びダク ト系 で消音 内貼 りした

外壁 に面す るガ ラリー に直 接取付 ける チャン バ、 ホッパ には 排水を 設け る。

チャ ンバに は点 検口を 設け る。大 きさ は　　 　　 　また は図 示によ る。

外気 取入れ チャ ンバに は、 防虫ネ ット （ＳＵ Ｓメ ッシュ 、容 易に取 り外 せる構 造

内貼 りを施 すチ ャンバ の表 示寸法 は外 法を示 す。

とす る）を 設け る。

（

材 　質 （ ）木 製鋼 板製アル ミニ ウム製

）仕 上げ 指定 色 標準 色 ヘア ライ ン

室 内（ ） （ ） ％

廊 下（ ｍ） （ ） ％

吸　 込　 口

天 井（ ） （ ） ％

外気 取入 口 屋 外（

屋 外（排気 ガラ リ

） （

（

） ％

） ％

閉 鎖方 式 電動 式　 　　　 　　 　以下 ）（ ソレ ノイド 　瞬 時通電 式

ステ ンレス 板

）

）

ロ ック ウール ブラ ンケッ ト　 厚さ

）

）

建築工 事 本工事 （材 質　　 　　 　　　 　　 　　　 ）

形 式　 （

鋼 板

断 　熱 （

板 　厚 （

材 　質 （

ブ ルド ン管膨 張式 円形指 示計 ガ ラス製 棒状 温度計 　）

冷 凍機 の冷水 管（ 送り、 返り ）、冷 却水 管（ 送り、 返り ）

吸 収冷 温水機 の冷 温水管 （送 り、返 り） 、冷 却水管 （送 り、返 り）

ボ イラ の温水 管（ 送り、 返り ）

空 調機 の冷温 水管 （送り 、返 り）、 ３方 弁装 置後の 冷温 水管（ 返り ）

熱 交換 機（送 り、 返り）

冷 温水 ヘッダ ー（ 往）、 及び 冷温水 ヘッ ダー の各返 り管

空 調機 （パッ ケー ジ型を 含む ）のサ プラ イチ ャンバ 、リ ターン ダク ト、

冷 却塔 の冷却 水管 （送り 、返 り）

温 風暖 房機の 吐出 しチャ ンバ 、リタ ーン ダク ト、外 気ダ クト及 び

リ ター ンチャ ンバ

外 気ダ クト及 びリ ターン チャ ンバ

冷 凍機 の冷水 管（ 送り、 返り ）、冷 却水 管（ 送り、 返り ）

空 調機 の冷温 水管 （送り 、返 り）

吸 収冷 温水機 の冷 温水管 （送 り、返 り） 、冷 却水管 （送 り、返 り）

熱 交換 機（送 り、 返り）

ポ ンプ （吸込 、吐 出）

方 式（ ピト ー管 式 面積 式　）

冷凍 機の冷 水管 及び冷 却水 管（送 り又 は返り ）に 、（

タッ ピング ）を 設ける

タッ ピング ）を 設ける

吸収 冷温水 機の 冷温水 管及 び冷却 水管 （送り 又は 返り） に、 （ 流 量計

空調 機の冷 温水 管（送 り又 は返り ）に 、（

流量 計

冷温 水ヘッ ダー の各送 り管 に（

流量 計 タッ ピン グ）を

流量計 タッピ ング ）を設 ける

防振 ゴム 金属 バネ バネ併 用防 振ゴム 防 振パ ッド

配管 防振支 持範 囲（　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 ）

以 下

以 下

ＮＣ

ＮＣ

空調 機には 、全 機の（ 　　 ）％の 予備 エアフ ィル タ（枠 付き ）を納 める 。

ファ ンコイ ルに は、全 機の （　　 ）％ の予備 エア フィル タを 納める 。

種 別（ 高速ダ クト ［　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 ］）低速 ダクト

厨 房用排 気ダ クト 湯沸 室排気 ダク ト

厨房 湯 沸室浴室

送風 機吐 出側ダ クト または 吸込 側ダク ト図示 位置

外気 取入れ ダク ト
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排 気ダ クトの 保温 範 囲：外 壁よ り 1ｍ

●

チ ャン バ等 チ ャン バ、防 煙ダ ンパ、 防火 ダンパ は、 空気調 和設 備の該 当項 目によ る。４

５ 保 温

●

１２　

排煙 口の形 式

検査 方法に 準ず る。

建築 設備定 期検 査業務 指導 書（日 本建 築設備 安全 センタ ー） の排 煙風量 の排煙 風量測 定

点検 スペー ス 排煙 機周囲 に点 検スペ ース ０．６ ｍを 確保す る。

排煙 口開放 装置

ダク ト 空調 ダクト の項 参照

計装 工事

検　 査

自

動

制

御

設

備

排

煙

設

備

和便 器耐火 カバ ー

化粧 鏡

衛生 陶器の 色

便器 洗浄タ ンク

　 給 　 排 　 水 　 衛 　 生 　 設 　 備 　 　

調　 整

（財）

天井 取付け 　（ スイ ング型 　）スリ ット 型

スリ ット 型壁取 付け　 　（ 　　 　　　 　）

手 動 手 動及び 遠隔 操作可 能な もの

機 器単体 の動 作調整 、電 動弁の リフ ト・ダ ンパ モータ ーの アーム 調整 、各種

係 員立ち 会い の上、 デー タを基 にし たラン ニン グテス トを 行う。

ラ ンニン グテ ストを 行い データ を採 取の上 報告 書を作 成、 提出す る。

各 種管理 機器 の指示 ・指 示記録 の調 整及び 校正 を行う 。

各 種調節 器の 設定・ 比例 帯・動 作隙 間・オ ーソ リティ の決 定、微 分・ 積分動 作

自 動・手 動・ 夏冬切 替え スイッ チの 調整、 系統 別の機 器動 作の調 整を 行う。

調 節器の キャ リブレ イシ ョンな どを 行う。

など の微 調整を 行う 。

防 露型 一 般型

建 築工事

５　

４　

２　

３　

１　

１　

３　

特 注色　 　（ 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　）

散水 栓ボッ クス 水抜 配管（ 　　 　　・ ・・ ・・最 寄排 水溝へ 接続 ）２５ＡＶＰ５　

標 準色

４　

３　

●

○

電気 関連工 事は 標準仕 様書 、電気 設備 技術基 準、 内線規 定等 に基 づき施 工す る。

衛

生

器

具

設

備

処理 方式

処理 能力

処理 水質

工　 法

口径 、深 度、水 量

スト レー ナ

提出 書類 地質 柱状図 、電 気検層 図、 ケーシ ング プロ グラム 、ス トレー ナ構 造図

揚水 試験成 績表 、水質 試験 成績表 、工 事写 真、地 質標 本（別 箱に て１箱 ）

給水 源

ガス 湯沸 器 湯沸 器と給 水管 の接続 には ステン レス 製フ レキチ ュー ブを使 用し ても良 い。

絶縁 継手 異種 管、金 属の 接続に は絶 縁継手 を用 いる 。

洗面 器及び 手洗 器に直 結す る排水 管は トラ ップよ り１ サイズ アッ プとす る。洗面 器等 の排水 管

給

水

設

備

都市 ガス ガス メータ ーは 供給事 業者 により 借用 とす る。但 し、 子メー ター は買い 取り とする 。

保　 温

消火 器

備

ガ

ス

設

消

火

設

備

３

引き 込み負 担金 不要要（ 別途 工事 本工事 ）

機器 、配管 の保 温は

屋外 露出管 （弁 類を含 む） は防凍 保温 を

要 不 要　 とす る。

行う 行わな い。

単独 処理（ 分 離ばっ 気方 式

合併 処理（

本 工事 別途 工事

ロー タリ ー式

ス リット 型 巻線 型

分離 接触 ばっ気 方式 ）

接 触ばっ 気方 式 回転 板接触 方式 ）長時 間ば っ気方 式

２　

３　

１　

２　

井 水（ 雑用水 、融 雪）

用　 途

濾　 材

ろ過 機
過

設

備

ろ

浴 槽 池

カー トリ ッジ式

プ ール

内面 処理（ ゴ ムライ ニン グ ）

逆洗 方法（ 手 動 自動 　）

操作 弁　（ 砲 金 樹脂 電動弁 　　 ）四 方弁

ろ過 機付属 品操作 盤　（ 自 動逆洗 水位 制御 温 度制御 　　　 　　 ）

飲 料 雑水

多孔 質含気 泡性 セラミ ック 塩 素酸化 式

エポ キシ樹 脂塗 装 FRP

機器 寸法

制作 にかか る。
厨

房

機

器

設

備
転倒 防止 措置 燃焼 機器、 及び 高さが １． ５ｍを 越え る機 器は床 また は壁に 堅固 に取付 ける 。

図示 の機器 寸法 は概略 寸法 であり 、施 工図 、制作 図に より係 員の 承諾を 得た 上で

機器 材質 板厚 メー カー規 格品 に付い ては メーカ ー標 準仕 様とす る。

ＳＵＳ４３０ ．０ ．２

．０ ．２

な お、附属 の給水 管はラ イニン グ鋼管 とする 。

ＳＵＳ３０４

ＳＵＳ３０４

流 し水槽 、作 業台甲 板（

棚 　　板 　　 　　　 　（

１

１

１

１

　　 　　 ）

　　 　　 ）

方　 式

工事 範囲
備

井 水散水 式 温水 パイ プ式 電 熱式

（　 図示　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　）

砂

３　

ＳＵＳ４３０

パ ーカッ ショ ン式

引込 み納 付金 工 事費（ 別 途工事 本工 事　 ）別途工 事本工事 　）

量水 器 親メ ーター （ 貸 与品 買 取り ）子メー ター （貸与品 買取り ）

給水 タン ク４　

防振 支持 ポン プ、揚 水管 は空気 調和 設備の 該当 項目 を適用 する 。

防凍 保温 屋外 露出管 （弁 類を含 む） は防凍 保温 を　 行う 行わな い。７　

地中 埋設 標 図 示位 置要 （ 不要

満水 試験 継手 立 て管の 各階 毎に 取付け図 示箇所 に取 付け２　

試　 験

要 （ 別 途工 事 本工事 ） 不 要

衛生 器具な どの 取付け 完了 後に行 う試 験は 煙試験 又は 通水試 験と する。

不要湧き 水処 理 要

水　 源

構造 （ コ ンク リート 製 鋼板 製　 ）

本 工事

液化 石油 ガス 　　 ）

ガス メータ ー（ 買取 り

ガス 容器　 　（

容器 収納庫 　（ 別途 工事 ）

別途 工事 ）転倒 防止鎖 　（ 本工 事

緊急 遮断 弁 要 （ 手 動 連動 　） 不 要

不要湧き 水処 理 要4

不要湧き 水処 理 要4

●

７　 洗面 器 止 水栓付 き

８

排

水

設

備

備
設
湯
給

２　

３　

排

水

処

理

設

備

備

設

井

く

さ

設
雪
融

１　

防火 区画貫 通部 に和便 器耐 火カバ ーを 設ける 。（ 　　日 本建 築セ ンター 評定 済工法 ）

２　

本工事 　（       　      　 　　　 　　 　　　 　　 ）

２　

１　

４　

ろ過 機付属 品

●

２　

１　

LPGボン ベ

３　

２　

１　

１　

完 成図書 竣工 後、 次記書 類を 作成し 、監 理者 の承認 を得 て提出 する 。

建 築主 設 計者提 出 書 類

ｅ． 工事写 真一 式

ｇ． 主要機 器資 料（ 図面・ 取扱 い説明 書

　　 　　　 　　 　　 ・試運 転性 能記録 ）

ｈ． 完成装 置の 試運 転調整 記録

ｉ． 主要機 材納 入業 者一覧 表

　　 　　（ メー カー ・代理 店・ 担当者 名

　　 　　　 　　 　　 　　　 　・ 電話番 号）

ｊ． 公官署 など の許 認可書 類

１ 　部

１ 　部

１ 　部

１ 　部

１ 　部

２ 　部

１ 　部

１ 　部

般

他 工事と の取 合い 次表 によ るほか 、監 督員と 打ち 合わ せる。

他 工事と の取 合い 建築 電 気

機器 の基礎 （屋 上基 礎を除 く）

天井 、壁ボ ード 類の 下地補 強

外壁 取付け ガラ リー 、ドア ガラ リー

マン ホール 蓋（ 床下 水槽、 ピッ ト用）

ステ ンレス 流し 台（ 厨房を 除く ）

天井 、壁、 床、 点検 口

機器 付属制 御盤 以降 の配管 配線

上記 への電 源供 給、 操作回 路の 渡り配 管配 線

梁、 床、壁 、貫 通部 の補強

事

項

梁、 床、壁 、貫 通部 の木枠 、ス リーブ 入れ

２１　

２０　

尚、 完成 図は監 理者 の承認 を得 て、 竣工後 1 0日 以内に 提出 する。

一

●

－ 　部

－ 　部

１ 　部

２ 　部

１ 　部

１ 　部

設計 図を Ａ３判 縮小 版にて ３部 製本 し、監 理事 務所に おく 。監 理用図 面２２　

熱 　源 　設　 備

空 　調 　方　 式

自 動 制 御 設 備

空

調

設

備

衛 生 器 具 設 備

給 　水 　設　 備

ガ 　ス 　設　 備

消 　火 　設　 備

給

排

水

衛

生

設

備

屋 　　 　内
外 　気

一般 系統

温 度（℃） 湿 度（％） 温 度（℃） 湿度（％） 温度（℃） 湿度（％） 温 度（℃） 湿 度（％）

夏 季 ２６ ５０６０

冬 季 ７０ ２２ ４０

備

空

気

調

和

設

　 設 　 備 　 概 　 要

空 　 調 　 設 　 備

ダ クトの 種別

ダ クトの 工法

　 但し 、空冷 ヒート ポン プエア コン の能力 は　　 　　 　温湿 度条件 によ る。

排 水 処 理 設 備

ダ クトの 材料
材 　　 料 空 　調 換　 気 フ ード排　煙

亜鉛 鉄板

亜鉛 鉄板　 スパ イラ ル

ステ ンレス 鋼板

鋼　 板

ビニ ール被 覆鉄 板

硬質 塩ビ板 、管

グラ スウー ル板

アル ミフレ キダ クト

消音 フレキ ダク ト

　　 　　 　　　 　　 これを 越え るも のはア ング ル工法 とす る。

　註記事項　１．排煙ダクトが上下階にわたる場合で、主排煙ダクトが防火区画された

２５　　　　　　　　ロックウール厚　　巻きとする。

　　　　　　　　ダクトスペース外にあるときは、その部分のダクトは（厚　　）とし、１．６

１５００

ＪＩＳＢ８６１５

（ ）蒸 気ボ イラー 鋳鉄製 貫 流式 炉 筒煙管 式

温 水ボ イラー 開放式真 空式鋳 鉄製鋼板製（ ）

（ ）水冷式 空 冷式 ヒ ートポ ンプ 式 熱回収 式

直 焚き 吸収式 冷温 水機

（ ）往復動 式 吸 収式 ス クリュ ー式 遠心式冷 凍機

３３３

）ガス［ 　　 　　 ］ 油［　 　　 　］

）冷温水 槽　 　ｍ 冷水槽 　　 ｍ 温 水槽　 　ｍ

ファ ンコ イル 方式

エア コンパッケ ージ 方式

局所式

全ダク ト方 式

中央式 （系 統名　 　　 　　　 　　 　　）

ファ ンコ イル、 ダク ト併用 方式

全熱 交換 機 な し ）あり

あ り（中央 監視 盤 ）

（ ）自動 制御 機器 電 気式 電 子式 デ ジタル 式 空気 式

大便 器 （ ）節 水型 洗浄弁 洗浄弁

（ ）洗浄弁小便 器 個 別感 知式洗 浄弁 ハ イタ ンク

雑 用水 （ 市水 井 水 雨水飲料 水

（

）

水 道直 結 高置 タン ク給水 方式

井水 ）（ 市 水

）合流建物 内汚 水、雑 排水 （ 分流

浄化槽（ 公共下 水道

公共下 水道 浄化槽 側溝

個別 式

（

）

貯湯槽ボ イラ ー 温水 蒸 気 電気（ ）

ガス湯 沸器 （ ）

都 市ガ ス ）［ 　　　 　］ ｋ　 　／Ｎ ｍｃａｌ
３

）ＬＰＧ液 化石 油ガス

あ り なし ）（

スプ リン クラー 泡消火 移動 式 ）固定 式

連 結送 水 ダク トフ ード簡 易消 火 （炭 酸ガス連 結散 水

水 噴霧 消火設 備等

（屋 外消 火栓

単 独処 理

ユ ニッ ト型

（

（

）

低速ダ クト 　 排煙ダ クト 　高速ダ クト （ ）

）（コーナ ーボ ルト 工法 共板 工法 ス ライ ド工法

燃 料種 別　　 （

蓄 熱槽 　　　 （

設 計温湿 度１

２

３

４

アング ル工 法　

換 　気 　設　 備 （

屋 内消 火栓

●

●

●

電 気 灯油

３３．７

－１．３

　　 　　 　　　 　　 但し、 ダク ト長 辺　　 　以 下に適 用す るもの とし 、

２３ 官 公署へ の手 続 工事 に必 要な官 公署 などへ の手 続は 請負者 が遅 滞なく 行う 。その 検査 に必要 な

資機 材及 び労務 等を 提供し 、こ れに 直接要 する 費用を 負担 する。

排 　水 　設　 備

給 　湯 　設　 備

汚水 放流 先

雑排 水放 流先

中 央式

－  部

－ 　部

）

機 械

（屋 外）

給排水衛生設備・空気調和設備工事特記仕様書

設計 図の 優先順 位

とす る。

次の 資格 を有す る者 で経歴 書及 び会社 組織 表を提 出し 、監理 者の 承諾を 受け た者現場 代理 人の資 格

機関 の協 力を得 て確 認し報 告す ると共 に、 事故を 未然 に防ぐ よう 留意す るこ と。

敷地 状況 の確認

機材 はメ ーカー リス トによ る他 、同等 品以 上とし 、請 負者は 発注 前に監 理者 の

指示 に従 い「使 用予 定機材 一覧 表」を 提出 して監 理者 の承諾 を受 ける。

機器 及び 材料

機器 仕様

下請 負業 者の決 定に ついて は、 工事着 手前 に下請 負人 通知書 を提 出して 監理 者の

承諾 を受 ける。

下請 負業 者

技能 士の 適用

工場 検査 及び工 場試 験を行 う機 器材料 は、 共通仕 様書 による 他、 次記項 目と する。

立会 い時 に要す る費 用は、 すべ て請負 者の 負担と する 。

機材 等の 検査、

試験

監理 者事 務所

工事 用及 び試験 用電 力、用 水、 排水、 その 他の工 事上 必要な 諸官 庁への 手続 き、工事 用電 力、水 、

その 他

残土 処分

引渡 しを 要しな い物 はすべ て場 外に搬 出し 、関係 法令 に従い 適切 に処理 する 。

発生 材の 処理

埋戻 し土 、盛り 土

工事 報告

設計 用標 準震度 （防 震機器 は※ 印とす る）

耐震 措置

機械 につ いては 施工 図に基 き、 請負者 にお いて静 圧・ 揚程・ 騒音 ・振動 ・耐 震度

など を計 算し、 監理 者の承 認を 得て施 工す る。

試　 算

試　 作 次記 の機 器につ いて は試作 を行 い費用 は請 負者の 負担 とする 。

監理 者と 協議の 上、 次記の 設備 機器類 及び 一連の 装置 などの 取扱 い要領 及び 重要な

定期 点検 項目を 記し た説明 板を 作成し 、指 示する 場所 に取り 付け る。

説明 板

試運 転調 整デー タ

着工 に先 立ち地 下に 埋設さ れた 電気ケ ーブ ル、給 排水 ガス管 、仮 設物な どを 関係

１． 現場 説明書 、質 疑回答 書　 ２．本 特記 仕様書 　３ ．設計 図　 ４．共 通仕 様書

１．０

次記 の項 目につ いて 監理者 の指 示する 場所 の測定 デー タを提 出す る。

一

般

事

項

特 記 事 項項 目

建 築設 備士

図中 の特 記事項 を除 きすべ て 標 準仕 様書に よる 。

メ ーカ ー標準 仕様 による 。

冷 凍空気 調和 機器施 工

ダク ト施 工熱 絶縁施 工配 管施工 （建 築配管 作業 ）

設 ける

施工 に要 する費 用及 び使用 料金 は、 す べて請 負者 の負担 とす る。

構 外搬出 適切 処理 構 内指示 場所 に堆積構 内指 示場所 に敷 きなら し

引渡 しを 要する もの （　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 ）ありな し

根 切土中 の良 質土 山 砂

月 報 打合せ 記録 を提出 する 。日 報週報旬報

地域 係数

最上 階、 屋上及 び塔 屋

２階 床以 上

地階 及び １階

振 　動 水　 量 水　 圧 風　量

水 質検 査記録 書 無窓居 室等 の換 気風量

火 気使用 室の 換気風 量

防 火ダ ンパー 等設 備試験 結果 記録

管 工事 施工管 理技 士（ ２ 級）１級

　２　

　９　

　８　

　７　

　６　

　５　

　４　

　３　

１１　

１４　

１５　

１６　

１７　

１８　

１９　

１３　

１２　

　１　

１０　

●

１．５

１．０

１．０

１．５

２．０

２　工 事仕 様

１）　 共通 仕様　 　図 面及び 特記 仕様書 に記 載され てい ない事 項は 、すべ て

空 気調 和衛生 工学 会規格

社 団法 人日本 建築 家協会 監修 の（以 下「 共通仕 様書 」と いう） 、

印の ついた もの を適用 する 。

　　　 　　 　　　 　但 し●印 があ る場合 は、 これを 適用 する。

２）　 特記 仕様　 　特 記事項 のう ち選択 する 事項は 、

１　工 事概 要

１　工 事名 称

５　工事種別

４　竣 工期 日

３　建 物概 要

工 事 種 別

空 調 機 器 設 備

燃 料 供 給 設 備

機 械 排 煙 設 備

配 管 設 備

換 気 設 備

ダ ク ト 設 備

衛 生 器 具 設 備

給 水 設 備

排 水 設 備

給 湯 設 備

ガ ス 設 備

消 火 設 備

融 雪 設 備

排 水 処 理 設 備

厨 房 機 器 設 備

さ く 井 設 備

一 　 式

一 　 式

一 　 式

一 　 式

一 　 式

一 　 式

一 　 式

２　工 事場 所

一 　 式一 　 式

一 　 式

自 動 制 御 設 備

一 　 式

一 　 式

一 　 式

一 　 式

一 　 式

一 　 式 一 　 式

一 　 式

給

排

水

衛

生

設

備

●

●

空

調

設

備

一 　 式

屋 　 外

排煙風 量（ 自然排 煙を 除く）

１．５

別 途とす る。

屋 　 内

『 空気 調和衛 生設 備工事 標準 仕様書 』に よる 。（ＨＡＳＳ　０１０）

建築 工事 既存利 用
３

ａ． 完成図 （Ａ １版 ）

各 ２部各 ２部

ｆ． 完成写 真　 　（ データ ー共 ）

ｋ． 完成装 置の 取扱 い説明 書 １ 　部 １ 　部

ｌ． 非常時 連絡 先一 覧

　　 　　　 （請 負者 ・メー カー ・諸官 庁）

ｂ．Ａ３版縮小図（現場監理用）、完成図（Ａ３版）

ｃ． 施工図 （製 本）

１ 　部

１ 　部

ｄ． 上記デ ータ ー（ ＪＷ－ ＣＡ Ｄ）

１ 　部

２ 　部
消防法

ロ ータ ンク

建物名称　　　

●

国 土交 通省大 臣官 房官庁 営繕 部監修 『公 共建築 工事 標準 仕様書 （機 械設備 工事 編）』

最 新版 による 。

延べ面積　　　　　　　　　㎡

（ 　　 　　 　　　 　　 　）

特 殊消 火

消火 器

ス テンレ ス鋼 板

合 成樹脂 製カ バー

一 　 式

一 　 式

）

３　

○

ケー シング 口径    Ａ 　  堀 削深度    ｍ 　  予定揚 水量   ｍ／ ｈ

１　

『機 械設 備工 事共通 仕様 書（最 新版 ）』に よる 。

耐 震設 計 ･施 工につ いて は国土 交通 省国土 技術 政策総 合研 究所

建 築設 備耐震 設計 ・施工 指針 最新版 によ る

加入金 （

一 　 式

一 　 式

一 　 式

直結 式

圧力タ ンク 加 圧ポ ンプ

下 記の ダクト の保 温を行 う。

　 全熱 交換機 用の 外気ダ クト （保温 の厚 さ２５ ㎜）

　 外壁 面接続 から 約 1ｍ のダク トは 保温（ ２５ ㎜）を 要す る。

給水タンクは６面点検スペースを確保する。（上部１ｍ以上、その他０．６ｍ以上）

２　

５　

１　

２１　

３

エ アー ハンマ ー式

２　

１　

一 　 式

１　

貸与 品　 ）

設 けな い 建築 図参 照

温 湿度

気 密性 能

な し

●　　令和   年   月   日

建築図参照

貸与 品　 ）買取 り

本工 事

本工 事

ろ 過 設 備

一 　 式

建築図参照

空 気 圧 縮 設 備

一 　 式

一 　 式

ＢＯＤ　　　20ｐｐｍ．　　　　ＳＳ　　　　　ｐｐｍ

１　

処理 対象人 員　 　　　 人

処理 水量　 　　 　　　 　ｍ ／日

○

上 水道 （引き 込み 管径　 　　  　）

　　 　　カ 所）６　

工事番号一級建築士事務所石川県知事登録　 １ ０２ ６号
一級建築士　 　第２ ６ ９９ ２ ３号　 　 　 　 　 　
設備設計一級建築士第２３ ２ ６号　 　喜多孝之

主要構造　　　　RC造　　地下　 階　　地上　2階

80ｍｍ

３　

３　

●

２　

３　

○

有効 貯水量  　    16ｍ

自 動切替

現 場施 工型（ 珠洲 市）

合 併処 理（珠 洲市 ）

○

２　

50㎏ ×　 2基本× 　 1組 　調 整器（

〇

●

NS（Ａ３）
縮尺図面名工事名担当 年月日 確認訂正履歴

特記仕様書（1）24-23F 長寿園デイサービスセンター改修工事
Ｍ００１

機械設備工事

株式会社　五井建築研究所



保 温 材 付 ポ リ ブ テ ン 管 ＪＩＳ Ｋ ６７７８

工事番号一級建築士事務所石川県知事登録　 １ ０２ ６号
一級建築士　 　第２ ６ ９９ ２ ３号　 　 　 　 　 　
設備設計一級建築士第２３ ２ ６号　 　喜多孝之

NS（Ａ３）

４　保温外装材

塗 装 仕 上 げ使 用 場 所

（ 機 器 仕 上 げ は 、 機 器 表 に よ る ）５　屋外塗装仕上げ

※２

※３

※４

※６

※９

（ 表 １ ～ 表 ５ ）６　註記事項

１　 配 　 管

２　 弁 　 類

３ 保 温 ・ 防 食

４０ ５０

４０ ５０

２５Ａ

　 に よ り シ ー リ ン グ し 、 水 密 を 保 つ 。

７　特記事項

屋 外 露 出 屋 内 隠 蔽 暗 渠 内 屋 内 露 出 屋 外 露 出

管 　 類

機 械 屋 内

機 器 類

材 料

３２Ａ

注 記 事 項 階 数 ３ 以 上 の 建 築 物 で 、 排 水 ・ 通 気 管 に 硬 質 塩 化 ビ ニ ー ル 管 を 使 用 す る 場 合 下 記 に 基 い て 施 工 す る 。

　 ２ ． 最 上 階 よ り 数 え た 階 数 が ４ 以 内 の 階 は １ 時 間 耐 火 構 造 、 同 ５ 階 以 上 の 階 は ２ 時 間 耐 火 構 造 と す る 。

　 ３ ． 該 当 管 の 寸 法 は 下 表 の 通 り と す る 。

７ ５ Ａ

１ ０ ０ Ａ

５ ０ Ａ 以 下

１ 時 間 耐 火

２ 時 間 耐 火

７ ５ Ａ 以 下

０ ． ５ ｔ 以 上 の 鉄 板 巻

備 考

Ｖ Ｐ 管 の 状 態

裸 管

耐 火 時 間

１ ０ ０ Ａ を 越 え る も の は 金 属 管

　 ７ ５ Ａ を 越 え る も の は 金 属 管

７５ＳＵ

１００Ａ８０Ａ

１２５Ａ

７５０ｍｍ ４５０ｍｍ

１００Ａ

６５Ａ５０Ａ

ＪＩＳ－１０Ｋ

ＪＩＳ－１０Ｋ

管 の 地 中 埋 設 深 さ は 、 車 両 道 路 　 　 　 以 上 、 そ れ 以 外 は 　 　 　 以 上 と す る 。 ま た 、 寒 冷 地 は 凍 結 深 度 以 上 と す る 。

防 火 区 画 を 貫 通 す る 管 は 、 そ の 隙 間 を モ ル タ ル ま た は ロ ッ ク ウ ー ル 保 温 材 で 埋 め る 。

外 壁 地 中 部 分 な ど 水 密 を 要 す る 部 分 の ス リ ー ブ は 、 ツ バ 付 き 鋼 管 と し 管 と ス リ ー ブ と の 隙 間 を シ ー リ ン グ 材

塩 ビ ラ イ ニ ン グ 鋼 管 及 び ポ リ 粉 体 鋼 管 で 、 ネ ジ 接 合 を 行 う 場 合 の 継 手 は 、 管 端 防 食 継 手 と す る 。

鋼 管 の う ち 、 排 水 通 気 を 除 く 水 配 管 は 、 原 則 と し て 呼 び 経 　 　 以 下 は ね じ 接 合 、 　 　 以 上 は フ ラ ン ジ 接 合 ま た は

溶 接 接 合 と す る 。

溶 接 接 合 に 係 わ る 溶 接 工 に つ い て は 、 十 分 な 技 量 と 経 験 を 有 し た も の で 監 督 員 が 認 め た 者 と す る 。

給 水 、 給 湯 、 開 放 系 の 冷 温 水 、 冷 却 水 配 管 系 で 、 異 種 金 属 の 接 続 が あ る 場 合 は 、 絶 縁 継 手 を 使 用 す る 。

（ 鋼 と ス テ ン レ ス 、 鋼 と 銅 ）

支 持 す る 。

都 市 ガ ス 配 管 に つ い て は ガ ス 事 業 者 の 規 格 に よ る 。

ス テ ン レ ス 鋼 管 接 合 法 は （ プ レ ス 式圧 縮 式 　 　 　 　 ） と す る 。 た だ し 、 　 　 　 以 上 は 溶 接 接 合 と す る 。

横 走 り 配 管 の 振 れ 止 め 支 持 は 　 　 　 以 下 （ ８ ｍ ） 、 　 　 　 以 上 （ 　 　 ｍ ） の 間 隔 で 、 形 鋼 に よ り６ ｍ

塩 ビ ラ イ ニ ン グ 鋼 管 、 ポ リ 粉 体 鋼 管 に 取 り 付 け る 鋳 鉄 製 弁 は ナ イ ロ ン ラ イ ニ ン グ 弁 と す る 。

バ タ フ ラ イ 弁 は ギ ヤ 式 、 ボ ー ル 弁 は 　 　 以 下 は レ バ ー 式 、 　 　 以 上 は ギ ヤ 式 と す る 。 　 　

防 振 継 手 の 使 用 区 分 は 次 記 の 通 り と す る 。

ポ ン プ 廻 り の 弁 類 は 　 　 　 　 を 使 用 す る 。

給 水 設 備 で 水 道 直 結 部 分 の 弁 類 は 　 　 　 　 を 使 用 す る 。

ポ ン プ 廻 り （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）３ 山 ケ ミ フ ロ ー ベ ロ ー ズ合 成 ゴ ム 製 球 形 フ レ 木

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）３ 山 ケ ミ フ ロ ー ベ ロ ー ズ合 成 ゴ ム 製 球 形 フ レ 木機 器 廻 り 　 （

機 器 の う ち 、 メ ー カ ー で 保 温 、 保 冷 を 行 う も の は メ ー カ ー 標 準 使 用 と す る 。

冷 水 、 冷 温 水 配 管 の 支 持 部 は 合 成 樹 脂 製 の 支 持 受 け を 使 用 す る 。

屋 外 露 出 配 管 の 防 凍 保 温 厚 さ は 次 記 の 通 り と す る 。

給 湯 管 で 壁 ま た は 床 埋 設 を す る 場 合 は 、 被 覆 銅 管 、 保 温 付 き 被 覆 銅 管 を 使 用 し て も よ い 。

コ ン ク リ ー ト 埋 設 の 鉛 管 は 防 食 ビ ニ ル テ ー プ を 重 ね １ 回 巻 き と す る 。

呼 び 径 　 　 以 下 （

呼 び 径 　 　 以 下 （

）

）

配 管 支 持 間 隔 は 標 準 仕 様 書 に よ る 。

保 温 材 厚 さ 、 補 助 材 、 施 工 順 序 は 標 準 仕 様 書 に よ る 。

保 温 不 要 の 配 管 、 弁 類 、 機 器 は 標 準 仕 様 書 に よ る 。

６　

そ の 他 土 中 埋 設 す る 鋼 管 類 が 躯 体 を 貫 通 す る 場 合 、 ス リ ー ブ と 管 と の 空 隙 は 電 気 的 絶 縁 性 の あ る シ ー リ ン グ 材 に よ り

シ ー リ ン グ を 行 う 。

５　

４　 騒 音 対 策

敷 地 境 界 線 上 の 測 定 点 を 監 理 者 と 協 議 の う え 定 め 、 騒 音 測 定 を 行 い デ ー タ ー を 提 出 す る 事 。

　 １ ． 防 火 区 画 （ 防 火 上 主 要 な 間 仕 切 り ） の 貫 通 部 前 後 １ ｍ 以 上 を 耐 火 構 造 と す る 。

冷

温

水

冷

却

水

油

蒸

気

冷

媒

ド

レ

ン

給

水

給

湯

汚

水

通

気

ガ

ス

規 格 ・ 記 号管 　 種

○１　配管材料

規 格

材 質 ・ 種 類番 号

ＪＩＳＢ２０１１

ＪＩＳＢ２０１１

バタフライ弁

ね じ 込 み

ね じ 込 み

フ ラ ン ジ

フ ラ ン ジ

青 銅

可 鍛 鋳 鉄

鋳 鉄

青 銅

可 鍛 鋳 鉄

鋳 鉄

ゴ ム シ ー ト

ス テ ン レ ス 鋼

青 銅

ス テ ン レ ス 鋼

ス テ ン レ ス 鋼

鋳 鋼

鋳 鋼

呼 　 称

仕 切 弁

玉 形 弁

使 用 区 分

逆 止 弁

ボ ー ル 弁

青 銅

ＳＡＳ３５８

ＳＡＳ３５８

ＳＡＳ３５８

コ ッ ク

圧 力 に よ る 使 用 区 分

ＪＩＳＢ２１９１

１０Ｋ

１０Ｋ

１０Ｋ

１０Ｋ

１０Ｋ

ＪＩＳ－１０Ｋ

ＪＩＳ－　５Ｋ

５０Ａ

６５Ａ

５０Ａ

６５Ａ

６５Ａ

５０Ａ

６５Ａ

５０Ａ

６５Ａ

５０Ａ

以 下

以 上

以 上

以 下

以 上

以 下

以 上

以 下

弁　類２　

冷

却

水

油

蒸

気

冷

媒

ド

レ

ン

給

水

給

湯

汚

水

雑

排

水

通

気

ガ

ス

消

火

冷

温

水

保 温 ・ 防 食 主 材 規 格

機 器 類 管 　 　 　 　 類

煙

道

タ

ン

ク

管

寄

せ

３　保温・防食仕様

・ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。 但 し 、 ● 印 が あ る 場 合 は こ れ を 優 先 す る 。 又 、 × 印 は 通 用 し な い 。 （ 以 下 共 通 ）

ＪＩＳＢ２０５２

ＪＩＳＢ２０３１，４４

ＪＩＳＢ２０５３

ＪＩＳＢ２０４１

ＪＩＳＢ２０８４

○ 設備機材製造業者指定一覧表

３ 　 機 材 は 「 Ｊ Ｉ Ｓ ， Ｊ Ｗ Ｗ Ａ ， Ｗ Ｓ Ｐ ， Ｊ Ｃ Ｄ Ａ ， Ｈ Ａ Ｓ Ｓ 」 等 と 指 定 さ れ た も の は 省 略 す る 。

１ 　 設 備 機 材 及 び 工 法 （ 以 下 「 機 材 」 と い う ） 並 び に こ れ ら の 製 造 業 者 及 び 施 工 業 者 （ 以 下 「 製 造 業 者 等 」 と い う ） は 特 記 に よ る も の の ほ か、

　 　 本 表 の 機 材 、 製 造 業 者 等 ま た は 同 等 品 以 上 の も の を 使 用 す る 。

２ 　 同 等 品 以 上 と は 、 次 の 各 号 の 条 件 に 適 合 し た も の で 、 監 督 員 の 承 認 を 得 た 機 材 、 製 造 業 者 等 と し 、 当 該 工 事 に 限 り 使 用 で き る 。

　 　 　 （ １ ） 製 品 が 専 門 的 工 事 を 伴 う 場 合 は 、 建 設 業 の 許 可 を 有 す る こ と 。

　 　 　 （ ２ ） 県 内 に 実 績 の あ る 本 社 、 営 業 所 ま た は 代 理 店 を 有 す る こ と 。

５ 　 監 督 員 が 承 諾 し た 機 材 等 は 、 証 明 と な る 資 料 （ 施 工 図 、 制 作 図 等 ） を 工 事 完 成 ま で 事 務 所 に 掲 示 す る 。

４ 　 本 表 の う ち 、 原 則 と し て 同 じ 材 料 は １ 社 に 統 一 し 、 他 社 の も の と 混 用 し な い 。

８　

ピ ッ ト 内

土 間 埋 設 配 管 は ス ラ ブ よ り 支 持 を と る 。 支 持 金 物 は ス テ ン レ ス 製 を 使 用 す る 。

当 地 域 の 騒 音 規 制 法 に よ る 基 準 を ク リ ア す る 事 。 施 工 者 は 設 計 に 基 づ く 消 音 対 策 を 総 合 的 に 検 証 し

冷 媒 配 管 の 防 火 区 画 貫 通 部 分 の 処 理 は 、 国 土 交 通 省 大 臣 認 定 工 法 に よ る 。

９　注意事項

１０工事項目と概要

床 下 転 が し

コ ン ク リ ー ト 内 （ 厨 房 ）

屋 外 地 中 １ ０ ０ Ａ 以 上 は Ｖ Ｕ と す る

雑

水

排

消

火

消

雪

火

消 消

雪

エ

|

ア

エ

|

ア

冷

温

水

冷

却

水

油

蒸

気

冷

媒

ド

レ

ン

給

水

給

湯

汚

水

雑

排

水

通

気

ガ

ス

ね じ 込 み

ね じ 込 み

ね じ 込 み

ね じ 込 み

フ ラ ン ジ

フ ラ ン ジ

フ ラ ン ジ

フ ラ ン ジ

リ フ ト 　

ス イ ン グ

リ フ ト 　

ス イ ン グ

１０Ｋ

１０Ｋ

１０Ｋ

１０Ｋ

１０Ｋ

１０Ｋ

１０Ｋ

２０Ｋ

２０Ｋ

２０Ｋ

ＪＩＳＢ２０１１

ＪＩＳＢ２０５１

ＪＩＳＢ２０３１

ＪＩＳＢ２０７１

鋳 鋼

青 銅

可 鍛 鋳 鉄

鋳 鉄

鋳 鋼

以 下

以 上

ＪＩＳＢ２０８３

配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 ＪＩＳＧ３４５２

配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 ＪＩＳＧ３４５２

圧 力 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管

一 般 配 管 用 ス テ ン レ ス 鋼 鋼 管

水 道 用 ス テ ン レ ス 鋼 鋼 管

（Ｓｃｈ４０） ＪＩＳＧ３４５４

ＪＩＳＧ３４４８

ＪＷＷＡＧ１１５

ＳＧＰ（白）

ＳＧＰ（黒）

ＳＴＰＧ

ＳＵＳ　３０４ＴＰＤ

ＳＳＰ　ＳＵ３３０４

水 道 用 硬 質 塩 化 ビ ニ ル ラ イ ニ ン グ 鋼 管

両 面 硬 質 塩 化 ビ ニ ル ラ イ ニ ン グ 鋼 管

水 道 用 ポ リ エ チ レ ン 粉 体 ラ イ ニ ン グ 鋼 管

ＪＷＷＡＫ１１６

ＷＳＰＯ１１

ＪＷＷＡＫ１３２

ＳＧＰＶＡ　　ＶＬＰ

ＳＧＰＶＤ　　ＷＶＬＰ

ＳＧＰＰＢ　　ＰＬＰ

両 面 ポ リ エ チ レ ン 粉 体 ラ イ ニ ン グ 鋼 管

被 覆 銅 管

保 温 付 き 被 覆 銅 管

銅 及 び 銅 合 金 継 目 無 し 管

（　・Ｋ　・Ｌ　・Ｍ　）

（　・Ｋ　・Ｌ　・Ｍ　）

（　・Ｋ　・Ｌ　・　Ｍ　） ＪＩＳＨ３３００

ＪＩＳＨ３３００

ＪＩＳＨ３３００

ＳＧＰＰＤ　　ＷＰＬＰ

ＳＧＰＰＳ

　　　　　　　ＣＵＰ

外 面 ポ リ エ チ レ ン 粉 体 ラ イ ニ ン グ 鋼 管

排 水 用 鋳 鉄 管

排 水 用 タ ー ル エ ポ キ シ 塗 装 鋼 管

排 水 通 気 用 鉛 管

ＷＳＰＯ３２

ＨＡＳＳ２０３

　　　　　　　ＣＩＰ

　　　　　　　ＤＶＬＰ

　　　　　　　ＴＥＰ

　　　　　　　ＬＰ

ＨＡＳＳ２１０

ＷＳＰ０４２

ＪＩＳＧ３４６９ 　　　　　　　ＰＬＳポ リ エ チ レ ン 被 覆 鋼 管 （ １ 層 ）

水 道 用 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管

耐 熱 性 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管

ＪＩＳＫ６７４１

ＪＩＳＫ６７４２

ＪＩＳＫ６７７６

　　　　　　　ＶＰ

　　　　　　　ＶＰ（Ｗ）

　　　　　　　ＨＴＶＰ

ＪＩＳＧ３４６９ 　　　　　　　ＰＬＰポ リ エ チ レ ン 被 覆 鋼 管 （ ２ 層 ）

硬 質 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 管

遠 心 力 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 管 　　　　　　　ＨＰＪＩＳＡ５３０３

ＪＩＳＫ６７６２ 　　　　　　　ＰＰ水 道 用 ポ リ エ チ レ ン 管

塩 化 ビ ニ ル 被 覆 鋼 管

架 橋 ポ リ エ チ レ ン 管（サヤ管ヘッダー工法）

硬 質 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 耐 火 二 層 管

ア ルミ ホイル ペー パー

ア ルミ ガラス クロ ス

着 色亜 鉛鉄板

ア ルミ ニウム 板

防 水麻 布

ア スフ ァルト ジュ ート

合 成樹 脂製カ バー

ス テン レス鋼 板

※冷媒

亜 鉛 鍍 金 部

鉄 　 　 　 部

浸 　 水 　 部

塩 　 害 　 部

溶 融 亜 鉛 鍍 金 合 成 樹 脂 調 合

合 成 樹 脂 調 合 鉛 酸 カ ル シ ウ ム 錆 止 め

ア ス フ ァ ル ト ペ イ ン ト

亜 鉛 鍍 金 用 塩 化 ゴ ム 製 プ ラ イ マ エ ポ キ シ 樹 脂

ＪＩＳＡ９５０５グ ラ ス ウ ー ル 　 　 　 　 ２ ４ Ｋ

ＪＩＳＡ９５０５

ＪＩＳＡ９５０５

グ ラ ス ウ ー ル 　 　 　 　 ３ ２ Ｋ

グ ラ ス ウ ー ル 　 　 　 　 ４ ０ Ｋ

Ａ Ｌ Ｋ グ ラ ス ウ ー ル 　 ２ ４ Ｋ

ロ ッ ク ウ ー ル 　 　 　 　 　 １ 号

ロ ッ ク ウ ー ル 　 　 　 　 　 ２ 号

ポ リ ス チ レ ン フ ォ ー ム

け い 酸 カ ル シ ウ ム

ペ ト ロ ラ タ ム 系 テ ー プ

ブ チ ル ゴ ム 系 防 食 テ ー プ

防 水 麻 布

防 食 ビ ニ ル テ ー プ ＪＩＳＺ１９０１

ＪＩＳＡ９５０４

ＪＩＳＡ９５０４

ＪＩＳＡ９５１１

ＪＩＳＡ９５１０

ＪＩＳＺ１９０２

は っ 水 性 パ ー ラ イ ト

ポ リ エ チ レ ン フ ォ ー ム 　 ２ 種

ＪＩＳＡ９５１２

ＪＩＳＡ９５１５

地 中 埋 設

亜 鉛鉄 板（調 合ペ イン ト）

ＷＳＰＯ４１ ＳＧＰＶＳ外 面 硬 質 塩 化 ビ ニ ル ラ イ ニ ン グ 鋼 管

フ ァイ ンカバ ー

土 間 配 管

屋 内 露 出

屋 外 散 水 系 統

※７

※７

※１

※１

※１

※５

※８

※５ ※５

耐 衝 撃 性 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 　　　　　　　ＨＩＶＰＪＷＷＡＫ１１８

　　　　　　　ＰＬＶ

空調ドレン用結露防止層付硬質塩化ビニル管 ACドレンパイプ

ヘ ン セ イ シ リ コ ン 樹 脂

８　

９　

２

３

４　

５　

６　

７　

１　着工後速やかに現地調査・官庁打合せを行い、図面との相違が判明した場合は監理者に報告し対応を検討する。

１　・ 給湯管保温仕様

　　グラスウール保温筒　40K

　　管径 80mm 未満：保温材厚さ 20mm 以上
　　管径 100mm 以上 200mm 未満：保温材厚さ 25mm 以上
　　管径200mm 以上：保温材厚さ 40mm 以上

排 水 用 硬 質 塩 化 ビ ニ ル ラ イ ニ ン グ 鋼 管

耐 熱 性 硬 質 塩 化 ビ ニ ル ラ イ ニ ン グ 鋼 管 　　　　　　　ＨＴＶＬＰ

縮尺図面名工事名担当 年月日 確認訂正履歴

特記仕様書（2）24-23F 長寿園デイサービスセンター改修工事
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機械設備工事

株式会社　五井建築研究所
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■汚水排水槽概要図（PD-1）（S＝1：30）
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注１．図示する配管は既存を示す

太線で示す配管は全て新設とする

細線で示す配管は既存のままとする

配管工事境界（既設管接続部）

貫通はつり箇所
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(壁取付仕様、20kg容器1本用)
(本工事)

20
G

：部分はアスファルト舗装解体復旧

①

③

②

⑤④

②

③

④

①

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

基礎

RC2950 560 1,830

■小口径塩ビ桝概要図

LPB

＜アスファルト舗装部分＞

＜給水・給湯・ガス・油＞ ＜排水＞

（S＝1：20）■　根切り断面図

＜排水＞＜給水・給湯・ガス・油＞

PD

新

新

新設機器新

再 取外し品整備清掃後再取付

既存撤去及び更新（新設）更

貫通はつり箇所

インバート改修

インバート改修

改修内容

150

1
5
0

1
5
0

150

1
5
0

100
（既存合併処理浄化槽へ）

1
5
0

撤去処分

一時取外し保管

既存そのまま使用

■図示凡例

工事内容記号
図示

既存位置より、新規設置位置に移設する

■改修工事凡例

撤去工事境界（既設配管切断部）

※1．図示する配管は既存を示す

撤去配管・ダクトを示す

枠内機器、ダクトを撤去する

新設配管を示す

PD

1

記号 規格・仕様名　　称 管径Ａ

寸　　法

桝径φ （‰）

勾配

マンホール蓋 備　 考

桝深さ

（㎜）（㎜）

管底

ストレート

鋳鉄製防護蓋(T-8)＋内蓋

鋳鉄製防護蓋(T-8)＋内蓋

200

200

200

200

■　排水桝リスト

塩ビ製小口径桝 940 940 1/100

1/100

1/100ストレート

90度曲がり 1/100

150

150

150

150

990 990

300300

370 370

90度曲がり

150 200

150 200

150 200

150 200

150 200

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

塩ビ製蓋

塩ビ製蓋

塩ビ製蓋

塩ビ製蓋

塩ビ製蓋

塩ビ製蓋

塩ビ製蓋

90度曲がり 470 470

90度曲がり

90度合流

90度曲がり

分離トラップ

550 550

580 580

610 610

860 860

▽GL ▽GL

山　砂

砕石C－40 厚100㎜

根切り良質土

アスファルト舗装厚50㎜

アスファルトカッター

山　砂

砕石C－40 厚100㎜

根切り良質土

アスファルト舗装厚50㎜

アスファルトカッター

根切り良質土

埋設シート

山　砂

▽GL

山　砂

根切り良質土

▽GL

根切り良質土

山　砂

▽GL

系統・用途記　号

■　ポンプ類

PD
汚物中継ポンプ

共通事項 ・

型　式

ユニット型、水槽（3.0m3）付

φ・㎜

吐出量 電動機

㍑／min KPa

揚程口径
数量

φ V
防振台 備 考基礎

kW

1 －3 200 上下耐圧
スラブ150H

65 460 80 1.5＋1.5

※制御配線工事含む、着脱装置、かさ上げスペーサー、通気菅、耐圧マンホール蓋、付属品一式

1
・制御盤（屋外壁掛、耐塩仕様、自動フロートスイッチ、自動交互並列運転、外部警報出力端子、警報）

共通事項 ・ガスメーターは納入業者貸与品

系統・用途記 号

LPB

10
給湯機

■ LPガス集合装置・収納庫
型 式 材質

1

L㎜ W㎜ H㎜
数量

庫外寸法(参考)
備 考

ボンベ
容量

本/50kg

SS2本立用多雪地域仕様
・プロパンガス集合装置（50Kgボンベ×2本　調整器、集合管、高圧ホース、高圧止弁、圧力計）
  転倒防止鎖、LPG容器収納庫、コンクリート基礎（1,100×650×200H、配筋共）
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工事内容

■改修後図示凡例

再

新設機器

取外し品整備清掃後再取付

新

■改修工事凡例

注１．図示する配管は既存を示す

太線で示す配管は全て新設とする

細線で示す配管は既存のままとする

配管工事境界（既設管接続部）

貫通はつり箇所
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三方弁装置(WFU)

×4

通気

電極

BT20A（複式）

防虫網付

5極

3極

間接排水口

GV50A

オーバーフロー

65A

100A

給湯槽(THW-6)周り弁類

熱源 ×1GV20

×1

×1GV20

×1

FJ20
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給湯 GV40 ×1

×1

×1電動2方弁　20A

往管20A

往管40A

還管20A

還管20A

Yst20A

GV20A ×2
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×1

FJ20A

FJ40A

自動エア抜き弁20A ×1

水抜き 50A

補給水 20A GV20A
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GV40A

電動三方弁（比例）
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業務用エコキュート(ECM)周り弁類

循環入口 20A
出湯口
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ろ過昇温1次ポンプ(PHR-2)周り弁類

吸込 32A
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GV50
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防振継手40A

防振継手50A
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50A

GV50

Yst50A

150φ-100A

既存位置より、新規設置位置に移設する

（新規設置位置）

衛生　ピット平面図 （S=1:100）

コンクリート基礎

（S=1:30）ECM用 コンクリート基礎

（S=1:30）THW-6用 コンクリート基礎

配筋D13　タテ×ヨコ-200＠×ダブル

コンクリート基礎

コンクリート基礎

コンクリート基礎

■概要図    (配管支持架台) (S=1/20)

（以降、衛生キッチン詳細図参照）

（※1）：（以降、1階浴室詳細図（改修）参照）

（※1）

（※1）

（※1）

32A×2
ミキシングバルブ（1階PS内設置）

適温補給水ユニット：制御盤（圧力センサー式水位制御、MGV、タイマースケジュール）（1階PS内設置）

ブロワー配管を浴槽水面+500以上立上げ（1階PS内）
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部材はＬ－40×40×3.2ｔ（溶融亜鉛メッキ仕上）

配管

基礎ベースは樹脂製型基礎型枠（450×200×120H）

ゴムシート

基礎ベース：モルタル充填

門型ブラケット

保温材＋SUSラッキング

（300W×500H）

部材はＬ－40×40×3.2ｔ（溶融亜鉛メッキ仕上）

ゴムシート

基礎ベース：モルタル充填

門型ブラケット

保温材＋SUSラッキング

（550W×500H）

基礎ベースは樹脂製型基礎型枠（700×200×120H）

配管

制御盤（PD-1）

制御盤（VB-1）

★

移

★

★

★

株式会社　五井建築研究所

縮尺工事名訂正 記事担当 年月日 工事番号一級建築士事務所石川県知事登録　 １ ０ ２６号
一級建築士　 　第２ ６ ９ ９２ ３号　 　 　 　 　 　
設備設計一級建築士第２ ３２ ６号　 　喜多孝之

図面名

衛生　ピット平面図（改修）

（以降、衛生設備　配置図、1階平面図参照）

２４－２３ Ｆ 長寿園デイサービスセンター改修工事 Ａ３＝１／１００
Ｍ００５

2026.4J.Miyakawa
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135 5852,047 70 702,046 2,047

便所

浴室

脱衣室

RR

RS

RR

RS

ドルゴ通気弁50A(ピット内)

50

⑨

V

系 統記 号

処理水量
型 式 濾 材

背圧
材質

形式 kW 電源

人工砂 FRP 自吸式 3φ200vユニット型

m3/h
材質 容量kW 入口温度形式

熱交換器

―

(m)

共通事項 ユニットタイプ 水質管理ユニット付 (塩素濃度自動管理式:測定計器、残塩計、ＰＨ計、記録計付)

濾過ポンプ（PWF）■ ろ過機

9.0 1.5 セェル＆チューブ SUS

ろ過機自動運転盤付き(通常、逆洗(スケジュール）、槽水位制御：滅菌装置、ポンプ異常、補給水弁制御、外部端子）

 RC200H（既存）43℃浴槽ろ過（浴室） 11.0

系 統記 号

共通事項

■ バイブロマット

浴槽

型 式・寸　法

スタンダードタイプ　1500×1500㎜

エアー
供給口

40A×2

・

新

図示
記号

既存そのまま使用

工事内容

■改修後図示凡例

再

新設機器

取外し品整備清掃後再取付

新

■改修工事凡例

注１．図示する配管は既存を示す

太線で示す配管は全て新設とする

細線で示す配管は既存のままとする

配管工事境界（既設管接続部）

貫通はつり箇所

既

1
0
0

100

1
0
0

100

100

20

20

20

20

20

20

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

5
0

50

T5B100

T5B100

100

202525

25 25

3
2

3
2

32

32

4
0

4
0

32

3
2

50

50

5
0

5
0

50

T5B50

2
0

2
0

1
0
0

T5B50

5
0

32

共栓(SUS製,親子80A)
専用ハンドル共
(×2) 4

0

100

20

50

50

5
0

654
0

4
0

吸込循環金物(C型50A、SUS製、底面防水タイプ)(×2)

吐出循環金物(C型50A、SUS製、底面防水タイプ)(×2)

吐水口(SUS製、デッキタイプ：NDTS-40参考)

バイブロマット

1
0
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

32
T5B50

既存位置より、新規設置位置に移設する

衛生　浴室詳細図 （S=1:100）

水槽寸法

1

VBM

ユニット型 3 200 ○
RC300H

給湯加圧ポンプ 40 140 330 1.5 （既存） ・本体SUS製、推定末端圧一定インバーター制御、、2台ロータリー自動交互（1/2）運転、制御盤（5P×1、ELCB、ユニット故障、受水槽満減表示、外部警報出力端子）
、吸込みユニット（32A×2、SUS製）　　SUS製アンカーボルト(あと施工アンカー）、防振架台、他付属品一式

1
1

系統・用途記　号
1

型　式
φ・㎜

吐出量 電動機

φ V
防振台 備 考

㍑／min KPa kW
基礎

揚程■　ポンプ類 口径数量

PHWU

3 200
・本体SUS製、推定末端圧一定インバーター制御、、3台ロータリー自動交互並列（2/3）運転、制御盤（5P×1、ELCB、ユニット故障、受水槽満減表示、外部警報出力端子）
、吸込みユニット（50A×3、SUS製）　　SUS製アンカーボルト(埋込アンカー）、防振架台、他付属品一式

2
ラインポンプ 1.5 架台受1 ―

PHR
150 15050ろ過昇温1次ポンプ

・共通事項

釜場

系統・用途記　号

共通事項

型　式
有効

m
容量
3 W・m H・mL・m 平架台 ベース架台

附　　属　　品

マンホール タラップ 通気口

耐震

G
基礎

150H 1.5

1

基礎

■　水　槽

亜鉛メッキ
THW
6

SUS製保温パネル組立型 2.0 2.0 2.06.0 RC500

WFU

― 600φ×1
SUS製 内・PVC製×1

外・亜鉛メッキ×1
PVC製×1
防虫金網付（SUS）

・マンホール施錠、SUS製アンカーボルト(埋込アンカー）、通気口65A×1、電極座×2、接続口（OF100A×1、DR50A×1
、給湯40A×1・20A×1、ろ過昇温40A×2、熱源20A×2、補給（上水）20A×1）

・自動滅菌装置（CL）：タンク100L ・熱交換器：1次条件　入口温度65℃　出口温度55℃

給湯タンク 1

数量

1

数量

備 考

備 考

1
VBM

1

数量 備 考

・ステンレス製

ユニット型
1

1

系統・用途記　号
1

型　式
φ・㎜

数量■ ブロワー（バイブロマット用）

VB
浴槽（バイブロマット用）

m3／min

空気
吐出量

口径

65 2.2 3 200 ○
RC300H
（既存）

φ V
防振台 備 考

kW
基礎

2.2

電動機

・制御盤（指定色塗装、屋内壁掛型）、押しボタンスイッチ、防振架台

MPa

吐出圧力

0.0098

・共通事項

★ ★

★

★

移

★

株式会社　五井建築研究所

縮尺工事名訂正 記事担当 年月日 工事番号一級建築士事務所石川県知事登録　 １ ０ ２６号
一級建築士　 　第２ ６ ９ ９２ ３号　 　 　 　 　 　
設備設計一級建築士第２ ３２ ６号　 　喜多孝之

図面名

２４－２３ Ｆ 衛生　機器表、ピット平面図（改修）E.Yamakoshi 2026.4
Ｍ００６

Ａ３＝１／２００長寿園デイサービスセンター改修工事
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キッチン

食堂

給湯器リモコン

G

G

ドルゴ通気弁50A

50

共通事項

■ ガス給湯器

系統・用途記 号

WHG

型 式
ガス消費量
（LPG）

kg

屋内壁掛FFタイプ 給湯専用

φ

基礎 備 考

V

1 100 ― ・配管カバー(600H)、リモコン(ケーブル工事共)、給排気トップ、給排気筒、その他一式

電源

kW

消費
電力

W

20号
20

キッチン 41.9 3.00 1101

WHG

20

図示
記号

再

新設機器

既存そのまま使用

取外し品整備清掃後再取付

工事内容

■改修後図示凡例

既

配管工事境界（既設管接続部）

貫通はつり箇所

■改修工事凡例

注１．図示する配管は既存を示す

太線で示す配管は全て新設とする

細線で示す配管は既存のままとする

新

5
0
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0

5
0

5
0

5
0

50

5
0

5
0

50
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0

2
02
0

2
0

2
0

20
20

2
0

2
0

20

4
0

2
0

GV20

2525

GV25

2
5

75

75

75

75

75

75

75
COA50

高温排水対応(HTVLP)

GV20
GV20

5
0

50

衛生　キッチン詳細図（S=1:50）

DSDS

カ ウ ン ター

11

4 4

給排気筒110φ(RW25t巻、給排気トップ）

＜WHG-20＞
給水:FJ20・BAV20、給湯:FJ20
ガス:FJ20,HC20

30

参考型番

・RGF-40P（ホーコス）

手洗器 L210C,TLDP2105JA,TEL28SS2A

自在水栓 T136BUNS13C

自動サーモ混合水栓

泡沫、立水栓

■衛生器具表

器具名称 参考型番［TOTO］ 備考

数
量
合
計

1階

外
部

屋外

キ
ッ
チ
ン

摘      要

数量

■ 阻 集 器

系統・用途記 号

GT

共通事項

キッチン・グリース

型 式

地中埋込パイプ導入型（レジコン補強）

材質

L㎜ W㎜ H㎜

容量

㍑ ㍑/min

許容
流入容量

kg

阻集
グリース量

槽内寸法(参考)
数量 備 考

1 -3槽式 FRP 30 9.4500 400 500 ・認定品、鋼板製蓋、SUS製バスケット付、嵩上げ300H、基礎コンクリート共

★

株式会社　五井建築研究所

縮尺工事名訂正 記事担当 年月日 工事番号一級建築士事務所石川県知事登録　 １ ０ ２６号
一級建築士　 　第２ ６ ９ ９２ ３号　 　 　 　 　 　
設備設計一級建築士第２ ３２ ６号　 　喜多孝之

図面名

衛生設備　キッチン詳細図２４－２３ Ｆ 長寿園デイサービスセンター改修工事
Ｍ００７

J.Miyakawa 2026.4 Ａ３＝１／１００



更

更

更

更

更

更

更

更

新設機器新

再 取外し品整備清掃後再取付

既存撤去及び更新（新設）

更

更

更

更

更

更

■改修工事凡例

撤去処分

一時取外し保管

撤去配管・ダクトを示す

撤去工事境界（既設配管切断部）

既存そのまま使用

※1．図示する配管は既存を示す

■図示凡例

工事内容記号
図示

既存位置より、新規設置位置に移設する

枠内機器、配管は撤去及び更新（新設）を行う

枠内機器、配管を撤去する

枠内機器、配管を撤去する

枠内機器、配管は撤去及び更新（浴槽循環ろ過装置［TB2A-10C-H：竹村製作所同等品］新設）を行う

ミキシングバルブ

ＶＢ

ＶＢＭ

衛生　浴室詳細図（撤去） 衛生　ピット詳細図（撤去・改修）（S=1:100） （S=1:100）

☆

撤

移

■既存機器表

■既存機器表

外

撤

移

移

☆

☆☆☆☆

☆

既

既

既

更

株式会社　五井建築研究所

縮尺工事名訂正 記事担当 年月日 工事番号一級建築士事務所石川県知事登録　 １ ０ ２６号
一級建築士　 　第２ ６ ９ ９２ ３号　 　 　 　 　 　
設備設計一級建築士第２ ３２ ６号　 　喜多孝之

図面名

衛生　浴室詳細図（撤去）、ピット詳細図（撤去・改修）２４－２ ３ Ｆ 長寿園デイサービスセンター改修工事
Ｍ００８

2026.4J.Miyakawa Ａ３＝１／１００



新

※1．図示する配管は既存を示す

■改修工事凡例

■図示凡例

工事内容

撤去処分

一時取外し保管

記号
図示

撤去配管・ダクトを示す

撤去工事境界（既設配管切断部）

既存そのまま使用

インバート桝上部解体改修

枠内機器、配管は取外し再取付する

撤
撤

既

改

☆
☆
☆

☆

撤

■既存機器表

記号 名称 台数

ファンコンベクタ―

型番・仕様

床置き、下吸込み型　暖房能力5.5kW　入口温度60℃　水量11L/min

■新設機器表

1FCV-4

撤

（1台）

（FCV-4）

記号FC-1（1台）を撤去してFCV-4（新設）を設置する
既存配管・配線を接続する

撤（1台）

天吊形エアコン
取外し・移設再取付
配管延長接続共
(配線含む)

外

既（3台）

既（3台）

既存配管に接続

フード共
フード共

株式会社　五井建築研究所

縮尺工事名訂正 記事担当 年月日 工事番号一級建築士事務所石川県知事登録　 １ ０ ２６号
一級建築士　 　第２ ６ ９ ９２ ３号　 　 　 　 　 　
設備設計一級建築士第２ ３２ ６号　 　喜多孝之

図面名

空調換気設備　１階平面図（撤去・改修）２４－２３ Ｆ
Ｍ００９

2026.4J.Miyakawa Ａ３＝１／２００長寿園デイサービスセンター改修工事
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Ｇ １

Ｇ3Ｇ3

Ｓ ２ Ｓ ２Ｓ ２

Ｇ １ Ｃ １Ｃ １

Ｃ １ Ｃ １
Ｇ3

Ｇ3

Ｓ ２ Ｓ ２Ｓ ２

Ｇ １

VD

VD

R

連絡線
（パッケージ）

EM-CEES 2.0°-3C
(冷媒管共巻)

記 号 形式

冷媒管

(液φ・ガスφ)

備 考
消費電力

冷房定格kw
定格

冷房能力 kw

m3/分

送風量 ファン 圧縮機暖房能力

低温定格

台数 組数

暖房定格

kwh

(w)

Vφ

電源

60Hz

形式 ㎏/h

加湿器

形式

主フィルター

室外機

室内機

冷暖切替

--

1

-

200 - -

--- ロングライフ

-

-
PAC1

80型 9.5/15.9

9.5/15.93HP 7.1 8.0

1

80
ペア

同上一般用 同上 同上

W kW

共通事項 ・室内外機の渡り配線(電源・制御、冷媒共巻)は本工事・室外機はグリーン購入法調達基準適合品とする　　　・空調能力はJIS規格に基づく　　室内機：背面化粧パネル、ドレンアップ機能付

厨房用天吊形

1

■ 空冷ヒートポンプエアコン（標準モデル）

1.7 2.6 2.54 16.3

60

90

19

45 ・平架台(溶融亜鉛めっき仕上げ、防振ゴム）、耐塩仕様

・背面化粧パネル、ドレンアップキット、本体リモコン(ケーブル工事共)

D

参考型番

SZRT80CV（ダイキン）

参考型番

BFS-210TX2（三菱電機）

BFS-210STUA2（三菱電機）

記　号 名称

№

φ・＃
番手

Pa

風量 静圧

数量 kW
(W)

V INV
備　考

防振台

防振吊金具

電動機(消費電力)
風量制御

φｍ3/H
仕様・規格・型式

■　送　風　機（厨房フード用）

厨房用 1厨房フード（1）・排気ファン

消音タイプ 1厨房フード（1）・給気ファン

・防振吊金具    キャンバス継手、VD ・※1.樹脂製ボックス内納め（天井内設置）共通事項

系統・用途記号

熱交率風量 静圧

給排気区分
Pa ％ φ　㎜ W Vφ

ダクト・羽径 電動機(消費電力)

数量
ｍ3/H

運転方式仕様・規格・型式 備　考
■　機器表2：換気扇

一般排気 排気 － 1 100 手動 ・天井埋込ダクト扇 1002501 40150 ・深形フード（排気、SUS製、網付、焼付塗装指定色）低騒音 インテリア格子パネル

参考型番

VD-18ZXP14-C：三菱電機

・防振吊金具     ・　共通事項 ※.各機器表電気容量同等以下機種とする

PAC

80

KFE

200

KFS

200

25

FV

図示
記号

再

新設機器

既存そのまま使用

取外し品整備清掃後再取付

工事内容

■改修後図示凡例

既

配管工事境界（既設管接続部）

貫通はつり箇所

■改修工事凡例

注１．図示する配管は既存を示す

太線で示す配管は全て新設とする

細線で示す配管は既存のままとする

新

新

新新

新

■ACリモコン配線工事

配線  :EM-CEE-S1.25□×2C(天井内転がし)

    :エアコンリモコン取付け(個別)

注1.立下り（隠ぺい）部分はPF管にて保護する

RS

厨房フード①

R2

25

400×300

400×300

150φ

150φ

400×300

既存スリーブ再利用（150φ）

衛生　キッチン詳細図（S=1:50）

（S=1:50）換気　キッチン詳細図

DS

カウンタ ー

カ ウ ンタ ー

ストレート
シロッコファンKFE

200

ストレート
シロッコファンKFS

200

■冷媒配管サイズ凡例表

記　号

R3

R4

R1

R5

R6

R7

(連絡線共)

(連絡線共)

9.5φ×19.1φ

9.5φ×22.2φ

(連絡線共)9.5φ×15.9φ

(連絡線共)

(連絡線共)15.9φ×28.6φ

(連絡線共)12.7φ×28.6φ

(連絡線共)12.7φ×25.4φ

冷媒管（液管×ガス管）

6.4φ×12.7φ

R2

○天吊埋込タイプ 3 200#1･1/2 ○※1250 ・ステンレス製（外装・ドレンパン）、風量測定口、ファンインバーター（3相）2,000 0.7

○天吊埋込タイプ 3 200#1･1/2 ○※1200 ・風量測定口、ファンインバーター（3相）2,000 0.7

★

FV

25

RS

■配線凡例

（個別エアコン）

RS

・天井内はケーブルコロガシとする
〈注記〉

・壁立上り部は、PF管にて保護とする

EM-CEES1.25□-2C EM-CEES1.25□-2C

（個別ツインエアコン）

EM-CEER1.25□-2C

MACMAC
PAC

PACPAC

RS

株式会社　五井建築研究所

縮尺工事名訂正 記事担当 年月日 工事番号一級建築士事務所石川県知事登録　 １ ０ ２６号
一級建築士　 　第２ ６ ９ ９２ ３号　 　 　 　 　 　
設備設計一級建築士第２ ３２ ６号　 　喜多孝之

図面名

空調・換気設備　キッチン詳細図２４－２３ Ｆ 長寿園デイサービスセンター改修工事 Ａ３＝１／１００
Ｍ０１１
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参考型番

BFS-210TX2（三菱電機）

BFS-210STUA2（三菱電機）

記　号 名称

№

φ・＃
番手

Pa

風量 静圧

数量 kW
(W)

V INV
備　考

防振台

防振吊金具

電動機(消費電力)
風量制御

φｍ3/H
仕様・規格・型式

厨房用 1

消音タイプ 1

共通事項

・防振吊金具    キャンバス継手、VD 

・※1.樹脂製ボックス内納め（天井内設置）

厨房フード（1）・排気ファン

厨房フード（1）・給気ファン

■　送　風　機（厨房フード用）

範囲：グラスウールGW25t保温を行う

換気扇（その他）
（屋内） 外壁 （屋外）

記 号

■厨房フードリスト

厨房フード① 1

m/m m/m m/m m/m

SUS製 数量

グリスフィルター 防火シャッター

数量

1 ――

室  名階

1

機器名称区分計算式
[C]=30、40

※火気使用室換気計算

HDW 数量
SUS製・両面式
低圧損タイプ
（ホーコス）

必要換気量

m3/h

判定

m3/h台

台数

設 計 風 量

m3/h

機器記号

面風速必要風量

面風速

m/S

台数

(台)

燃 料

kw/h

必要換気量

m3/h

器具必要風量

kw/h

単品
消費量

合計
消費量

単品
換気量

合計
換気量

備   考

0.3

TG・電気

・ステンレス製(ヘヤーライン)、コレクターカップ10.0 3005.0×2

・給気グリル、給気チャンバー断熱付

キッチン 9002,050 IHテーブル 1

1

 V1≧e(30)・P

 V1≧e(30)・P 卓上型スチームコンベクションオーブン

電気

電気 4.74.7 141

計 1,005 ＜ OK1

1,993

1,993 2,000KFE-200 2,000 ・フードライト（20形×2）

特記事項 ※ガス式の計算式 V≧CKQ C:フード型係数 K:理論排ガス量(都市ガス)0.93[m3/kW] Q:ガス機器の燃焼消費量[kW]、電気式の計算式 V1≧e・P e:電気式厨房器具の換気係数 30、40[m3/(h・kW)] P:電気機器の電気容量[kW]

850 FSVL2-530W

給排気一体箱型二重フード寸法
(SUS304製)

■換気ダクト保温施工概要

1,000

排気ダクト

排気ダクト

ストレート
シロッコファンKFE

ストレート
シロッコファンKFS

200

200

○天吊埋込タイプ 3 200#1･1/2 ○※1250 ・ステンレス製（外装・ドレンパン）、風量測定口、ファンインバーター（3相）

○天吊埋込タイプ 3 200#1･1/2 ○※1200 ・風量測定口、ファンインバーター（3相）

2,000

2,000 0.7

0.7

株式会社　五井建築研究所

縮尺工事名訂正 記事担当 年月日 工事番号一級建築士事務所石川県知事登録　 １ ０ ２６号
一級建築士　 　第２ ６ ９ ９２ ３号　 　 　 　 　 　
設備設計一級建築士第２ ３２ ６号　 　喜多孝之

図面名

換気設備　厨房フードリスト、送風機器表（厨房フード用）２４－２３ Ｆ 長寿園デイサービスセンター改修工事2026.4J.Miyakawa Ａ３＝ＮＳ
Ｍ０１１



受水槽満減警報

名　　称 監視対象盤 警報

加圧給水ポンプ一括警報

エコキュート―一括警報

濾過機一括警報

排水ポンプ一括警報

PHWU

PHWU

ECM

濾過機

PD1

2

1

1

1

1

6

警報表示ポイント表 自動制御機器表

記号

TEW1

TEW2

PE

TIC1

TIC1

R

TM

61F3P

5P

BV1

MV1

挿入型温度検出器

挿入型温度検出器

水位発信器

温度指示調節計

温度指示調節計

補助リレー

24時間タイマー

フロートレススイッチ

名　称 型　番 備　　考

電極棒

電動2方弁

電動3方弁

EK-B-L-015

LL1

RCP-1A

UT32A

61F3P

5P

EH24-TKLVE

機器附属品

0～50KPa

電極棒、保持器付

保持器付

40A

自動制御盤一覧表

盤　名　称 系　統　名

寸法

Ｗ Ｈ Ｄ 備　　考

浴槽制御、動力回路1,5KW

警報表示ポイント表参照、警報ブザー付き
1CP-1A 700 1600 300

浴槽　熱源廻り 制御　1ＳＥＴ

〈制御内容〉

1.浴槽昇温制御

2.温水配管温度補償

3.貯湯槽バックアップ制御

4.貯湯槽水位制御

5.ろ過機と温水ポンプ連動制御

（温水ポンプマグネット回路も含む）

6.浴槽温度指示

7.浴槽水位制御

8.インタロックー制御

20A、40A

ろ過機

TEW1

R

HEX-1

浴槽

TI

TEW1

MV1（40A）

R

一括警報
満減.一括警報

RC2

ECM（ｴｺｷｭｰﾄ） THW-6

HR

TEW2

（20A）

BV1

TEW1

HR

TIC1

TM

5P 3P

61F3P

開/閉/自動

SW

R

PHWU

市水

HS

BV1（20A）

※TEW2は機器付属品発停 状態 故障

R

LIC

5℃

湯

水 水

湯

5℃

（40A）
BV

R

SW

PHR-1
（1.5KW）

VP-1

65℃ 65℃

43℃

50℃

Creation ＆ Technology

一級建築士事務所石川県知事登録　 １ ０ ２６号
一級建築士　 　第２ ６ ９ ９２ ３号　 　 　 　 　 　
設備設計一級建築士第２ ３２ ６号　 　喜多孝之

訂正 記事担当 年月日 工事名工事番号 図面名 縮尺

株式会社　五井建築研究所 ２４－２３ Ｆ 衛生　自動制御 計装図 表類（改修）長寿園デイサービスセンター改修工事2026.4J.Miyakawa Ａ３＝ＮＳ
Ｍ０１２



A

B

C

321 4

5
,
0
0
0

6
,
0
0
0

1,000

8,000

21,000

6,0007,000

5
1
3

1
1
,
5
8
6

ピット
ピット

車庫

ピット

立上げ
PHW

3P 5P

BV1

BV1
TEW2

TEW

5C.6C

ろ過機

2C.3C.6C

①

2C

PHR-1 1.5KW

PHWU-1

6C×2

TEW1×2

BV1

MV1

PE1

TEW1×2

ピット

VB盤

P

P

配管

シンボル 記号 配線 インペイ 露出 屋外

CVV1.25-3CTEW1 （PF22） （E25） （G22）

TEW2 CVV1.25-3C （PF22） （E25） （G22）

BV1 CVV1.25-4C （PF22） （E25） （G22）

MV1 CVV1.25-4C （PF22） （E25） （G22）

3P CVV1.25-3C （PF22） （E25） （G22）

5P CVV1.25-5C （PF22） （E25） （G22）

RC1 CVV1.25-2C （PF22） （E25） （G22）

RC2 CVV1.25-2C （PF22） （E25） （G22）

2C CVV1.25-2C （PF22） （E25） （G22）

3C CVV1.25-3C （PF22） （E25） （G22）

4C CVV1.25-4C （PF22） （E25） （G22）

①

専用ケーブル（E31）　電源
専用ケーブル（E31）　フロート

専用ケーブルは機器付属品

立上げ

CVV1.25-2C×4 （E51）×2

CVV1.25-3C×3 TEW1×3

MV1CVV1.25-4C

CVV1.25-6C×3 ろ過機.ECM.PHW

RC PE 3P.PD-1AL

CVV1.25-4C×2 （E51） BV1×2

PHR-1CV3.5-4C
CVV1.25-6C×2 VB盤

移

新

新

5C CVV1.25-5C （PF22） （E25） （G22）

6C CVV1.25-6C （PF22） （E25） （G22）

HP-1 CV3.5-4C （PF28） （E31） （G28）

新

新

（新規設置位置）

衛生　ピット平面図 （S=1:100）

ECM

PD

1

THW

6

PHWU

1

WFU

1

制御盤（PD-1）

Creation ＆ Technology

一級建築士事務所石川県知事登録　 １ ０ ２６号
一級建築士　 　第２ ６ ９ ９２ ３号　 　 　 　 　 　
設備設計一級建築士第２ ３２ ６号　 　喜多孝之

訂正 記事担当 年月日 工事名工事番号 図面名 縮尺

株式会社　五井建築研究所 ２４－２３ Ｆ 衛生　自動制御　ピット平面図（改修）
Ｍ０１３

Ａ３＝１／１００2026.4J.Miyakawa 長寿園デイサービスセンター改修工事
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,
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0
0

1
4
0

3
,
8
0
0

4,094 1,1701401404,094270
14,000

4,092

1
0
,
0
0
0

3
,
7
6
0

3
,
7
6
0

1
,
1
7
0

1
,
1
7
0

1
4
0

2
7
0

3603,8001403,5401402201,2001,400

16,000

3,8001,400

4,000 12,000

浴室

便所

脱衣室

食堂

キッチン

1CP-1A

TI

3C.2C

2C

RC2給湯器リモコン

WHG

20

衛生　キッチン詳細図浴室 （S=1:200） （S=1:200）

DSDS

カ ウン タ ー

Creation ＆ Technology

一級建築士事務所石川県知事登録　 １ ０ ２６号
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株式会社　五井建築研究所 衛生 自動制御　1階平面図（改修）２４－２３ Ｆ Ａ３＝１／２００
Ｍ０１４

2026.4J.Miyakawa 長寿園デイサービスセンター改修工事
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